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20
本体価格

\2,600
出版社 法藏館 ISBN

978-4-8318-6249-5

書名 隠徳のひじり玄賓僧都の伝説 著者名 原田 信之 ／著

内容 鴨長明や良寛も憧れた、平安時代の興福寺の高僧・玄賓僧都にまつわる伝説を一冊にまとめた初の本。生誕から終焉の伝説までを網羅する岡山
県をはじめ、奈良県、鳥取県の伝説を収載。

発売
2018/6/11

書名 ビジュアル　日本の服装の歴史 著者名 増田美子／監　難波知子／［他］著 

出版社 ゆまに書房

内容 ◎日本独特の発展をビジュアルにわかりやすく解説。　　日本は長い間鎖国政策をとっていたこともあり、服装は、世界でも独自の歴史をたどりました。縄文時代
の貫頭衣、古墳時代は騎馬民族の影響を受けた服装、奈良時代の中国の唐風の服装・・・。そして平安時代の国風化の流れの中で、日本独自の服装が生まれ、
それがやがて今の和服へと形を整えていきました。本書では、この特有な日本の服装の歴史を、そのスタイルが大きく変遷する３つの時代ごとに分け、各時代の
あゆみをたどります。小学高学年から一般の人まで楽しく学べるよう、図版や写真を豊富に取り入れ、ビジュアルにわかりやすく編集しました。

発売
2018/6/2

ISBN
978-4-8433-5220-5

本体価格
\2,800

出版社 新潮社

書名 天平の女帝孝謙称徳　皇王の遺し文 著者名 玉岡かおる／著

書名 日本古代木簡論 著者名 馬場基／著

本体価格
\790

内容 奈良時代、二度も皇位についた偉大な女帝がいた。著者渾身の本格歴史小説。「女に天皇は務まらない」と言われながら、民のため、国のため、
平和の世のために生きた孝謙称徳帝。遣唐使を派遣し、仲麻呂ら逆臣の内乱を鎮め、道鏡を引き立て、隼人を傍に置いた。一人の人間として、女
性としての人生も求めた女帝の真の姿とは。突然の死と秘められた愛の謎を和気広虫ら女官たちが解き明かす、感動の歴史大作の文庫版。

ISBN
978-4-10-129623-4

発売
2018/6/1

発売
2018/6/1

ISBN
978-4-642-04647-3

本体価格
\9,500

出版社 吉川弘文館

内容 木簡の形態・出土地点や内容・書式・書風・素材を複合的に分析し、古代史研究に活かす方法を提示。律令時代の都城の様相などを描く。膨大に
出土する木簡は古代社会を今に伝える。どのような場面でいかに作成・使用・廃棄されたのか。形態・出土地点や内容・書式・書風・素材などを複
合的に分析し、古代史研究に活かす方法を提示。荷札のつけられる過程、塩の流通、進上される品、紙と木の使い分け、事務処理の方法などか
ら、律令時代の都城の様相、行政運営の実態、人々の暮らしを描く。

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033768450&Action_id=121&Sza_id=A0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000033769216&Action_id=121&Sza_id=C0&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-8433-5220-9&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://honto.jp/netstore/pd-book_29065018.html
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書名 はがきの名文コンクール　わたしの願い 著者名 はがきの名文コンクール実行委員会／編著

発売
2018/6/12

内容 ２０字以上２００字以内で願い事をつづり、奈良県御所市の郵便名柄館に送られたはがき計約７万通から、各回、大賞１作、佳作１０作、日本郵便
大賞１０作、郵便名柄館賞１０作が選ばれました。２０１５年より始まり、今年で第４回となる「はがきの名文コンクール」。前回大会である第３回大会
の優秀作を収めたアンソロジー。計７万通から選ばれた、わずか二百文字のささやかで切実な願いの告白が、万人の胸を打つ。

出版社 NHK出版 ISBN
978-4-14-005695-0

本体価格
\920

著者名 川﨑　晃／著 

ISBN
978-4-7664-2529-1

本体価格
\8,500

発売
2018/6/19

出版社 岩波書店

書名 万葉の史的世界

著者名 河村　日下／著

ISBN
978-4-623-08219-3

書名 東大寺のなりたち 著者名 森本　公誠／著

内容 古田武彦氏の指摘した通り、「邪馬台国」はなかった。正しくは「邪馬壹国」であり、狗奴国と対立し続けていたことが記紀神話の復元などから明ら
かにされる。本書により「邪馬台国」論争は終結する。古代通史第二弾。

本体価格
\840

ISBN
978-4-00-431726-5

内容 華厳宗大本山東大寺。聖武天皇の発願に始まるこの寺院は、古来どのような存在意義を有してきたのか。朝廷内の政争と影に陽に絡みながらも、
救済の寺としての道を歩んだ創建時代の歴史を解き明かす。

書名 「邪馬台国」論争は終わった

発売
2018/6/20

発売
6月中旬

出版社 ミネルヴァ書房

出版社 慶應義塾大学出版会

内容 『万葉集』に詠われた時代とそこに生きた人々の世界を、木簡や正倉院文書などから復元し、古代日本に新たな光を当てる論文集。

本体価格
\4,000

https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-14-005695-9&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-7664-2529-4&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296
http://www.minervashobo.co.jp/book/b359748.html
https://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refBook=4-00-431726-6&Sza_id=MM&refHpStenhnbCode=0296

